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2. 老朽化の状況

全体総括

　一般会計からの繰入金により健全な状況を保ててい
るが、入院・外来収益が低いことがうかがえた。今後
の人口減少を考えると入院患者の増加は厳しいため、
外来やリハビリテーション部門で収益を上げていく対
策を早急に検討しなければならない。
　施設・器械備品ともに老朽化・経年劣化が進み、修
繕や更新に多くの費用を要している。計画的に更新す
ることが重要で、そのために現状を把握しておくこと
が必要である。
　当院は地域になくてはならない医療機関で、引き続
き必要とされる機能を備え、町民の健康維持増進に寄
与したい。地域医療構想の中で近隣病院との連携や一
般病床削減、介護医療院への転換等を検討中であり、
地域にとって必要な病院として存続していかなければ
ならない。

H27 H28 H29 H30 R01 H27

72.0 平均値 17.9 17.4 17.0 16.59,135 平均値 67.5 69.5 70.3 71.126,415 平均値平均値 24,371 24,882 25,249 25,711

57.1 57.6 61.2 59.65,886 5,635 5,840 5,666 5,650 当該値

8,736 8,797 8,852 9,060

当該値 18,781 18,341 18,583 18,954 19,100 当該値

H29 H30H28 H29 H30 R01 H27 H28

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　経常収支比率・医業収支比率ともに前年度を下回り、累
積欠損金が発生している。今年度は新型コロナウイルス感
染症の影響もあるが、以前から医業収支比率が100％を下回
り、医業費用を賄える医業収益を上げられておらず、一般
会計からの繰入金に依存する状況が続いている。
　病床利用率および入院・外来患者1人1日当たり収益は類
似病院平均値(以下、平均値)を下回っており、費用を賄う
だけの収益を上げられていない状況であり、今後さらに経
営改善のための努力が必要である。
　職員給与費対医業収益比率は平均値を下回っているが、
若干増加している。これは職員採用により人員が増えたこ
とによるものである。材料費対医業収益比率はほぼ横ばい
で平均値を大きく下回った。今後も適正な薬品・診療材料
購入に努めていく。

2. 老朽化の状況について

H27 H28 H29 H30 R01 H27 H30 R01 　有形固定資産減価償却率、器械備品減価償却率
ともに5年連続して平均値を上回っている。当院
は新築移転してから約20年が経過し、建物・設
備・医療器械の老朽化が進んでおり、建物・設備
の修繕や更新費用がかさんでいる。医療器械につ
いても移転当時に新規購入したものが多かった
が、徐々に更新ができている状況である。
　1床当たり有形固定資産については平均値を大
きく下回っている。これは有形固定資産・器械備
品への投資が少ないことによるが、耐用年数以上
に使用しているためであると考えられる。しかし
ながら、医療器械は精密器械で患者の健康と生命
に直結するため、今後も計画的な更新が必要であ
る。
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Ⅰ 地域において担っている役割
　当院は中山間地域のへき地にある五ヶ瀬町にお
いて唯一の病院であり、救急指定医療機関でもあ
る。
　町の中心部に位置し、片道30分以上かけて通院
している町民もおり、町民のかかりつけ病院とし
て地域医療の根幹を担っている。
　一般病床36床、介護療養病床18床を有し、常勤
医師2名で診療を行い、一般医療の提供はもとよ
り、訪問診療・訪問リハビリ、人間ドックや事業
所健診、各種予防接種等も行っており、町民が健
康で安心して暮らせるよう、保健・福祉とも連携
し継続して地域医療サービスを提供することに努
めている。
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※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

3,812 3,771 第２種該当 １０：１ 36 18

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 7 - ド 訓 救 - - 54

18 - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

当然財務 病院事業 一般病院 50床以上～100床未満 非設置 36

経営比較分析表（令和元年度決算）
宮崎県五ケ瀬町　国保病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）
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